




































（International Corpus of Learner English）1，投野由紀夫の JEFLL（Japanese EFL Learner）2，石川慎一








International Corpus of Japanese as a Second Language
迫田 久美子（SAKODA Kumiko），小西 円（KONISHI Madoka），
佐々木 藍子（SASAKI Aiko），須賀 和香子（SUGA Wakako），細井 陽子（HOSOI Yoko）
迫田　久美子，小西　円，佐々木　藍子，須賀　和香子，細井　陽子




















国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス（C-JAS: Corpus of Japanese As a Second 


















































































































































































2 スペイン語 印欧語族―イタリック語派 50
3 タイ語 カム・タイ語族 50
4 トルコ語 アルタイ語族 50
5 ドイツ語 印欧語族―ゲルマン語派 50
6 ハンガリー語 ウラル語族 50
7 フランス語 印欧語族―イタリック語派 50
8 ベトナム語 モン・クメール語族 50
9 ロシア語 印欧語族―スラブ語派 50
10 英語 印欧語族―ゲルマン語派 100
11 韓国語 不明 100
12 中国語 シナ・チベット語族 200
13 ??教室環境 ― 100
14 自然環境 ― 50
表 3　日本語母語話者の年代別公開予定人数
20代 30代 40代・50代 合計
20人 14人 16人 50人
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SPOTを使用した。J-CAT（Japanese Computerized Adaptive Test）は日本語能力自動判定テスト
で，聴解，語彙，文法，読解の 4セクションから日本語能力を測定するものである。SPOT


















































































































































































































表層形 語彙素 品詞大分類 品詞中分類
きのう 昨日 名詞 普通名詞
は は 助詞 係助詞
ずっと ずっと 副詞
勉強 勉強 名詞 普通名詞




表層形 語彙素 品詞 学習者の意図




ぞっと ぞっと 副詞 ずっと
、 、 補助記号
えと 干支 名詞 フィラー
、 、 補助記号














































































































































































































・LARP: LARP at SCU（Language Acquisition Research Project at Soochow University）（台湾東呉大学）
http://webbuilder.scu.edu.tw/builder/web_page.php?web＝156&pid＝9346










Abstract: This paper provides a description of I-JAS（International Corpus of Japanese As a 
Second Language）, which contains cross-sectional research data from Japanese language learn-
ers with diﬀerent mother tongues. This corpus is a part of a collaborative research project enti-
tled ‘Study on Teaching and Learning Japanese as a Second Language in a Multicultural Society.’ 
The first half reports on the development of I-JAS and its salient features. The latter half de-
scribes the transcription rules and the basic principles of tagging, both of which are important 
for searching and extracting data from the corpus. 
I-JAS includes data from approximately 1000 learners with 12 diﬀerent native languages, and 
it will be a rich resource, not only for linguistic research in areas such as second language acqui-
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基幹型共同研究プロジェクト「多文化共生社会における日本語教育研究」
プロジェクトリーダー　迫田久美子
（国立国語研究所 日本語教育研究・情報センター 教授）
プロジェクトの概要
本プロジェクトは，第二言語習得研究の枠組みを基盤としつつ，言語心理学，対照言語学
等の関連諸領域との協働により，日本語学習者の言語環境と日本語の習得過程との関係を実
証的に解明しようとするものである。具体的には，共同研究プロジェクト「多文化共生社会
における日本語教育研究」は「日本語習得研究班」と「定住外国人の言語使用 /複数言語使
用と言語環境に関する研究班」から構成される。前者は，日本語非母語話者の日本語習得を
自然環境か教室環境か，日本国内か海外か，などの環境要因および彼らの母語の違いが習得
にどのように影響を与えるのかについて，学習者の会話コーパス・作文コーパスに基づいて
明らかにする。後者は，多言語・多文化化が進む現代の地域社会における定住者や研究が進
んでいない少数派の外国人の言語習得，複数の言語使用の実態をより的確に捉え，どのよう
な日本語を必要とするのかを明らかにし，言語使用と言語生活の関係を明らかにする。
